
③特別展｢ノスタルジアー少し昔の津山一｣開催

津山郷土博物館だより｢つはくＩ

ﾄピックス

【大正8年～大正１２年の津山駅(現津山口駅)前】

●｢歴史学者山本博文先生の仕事｣開催

●｢追悼津山が生んだ、日本の歴史学者

山本博文先生講演とシンポジウム｣開催

、夏の学習プログラム開催

④博物館実習の受入

「
の
こ
エ
ア
云
亡

資料紹介

土博物館蜂津山郷
TsuyamaCitVMuseum

○考古資料この一点③

－長畝山2号墳・西吉田北1号墳出土の鍛冶具一

小郷利幸

お知らせ

Ｉ



』

トピックス津博２０２３．１１Ｎｏ．-１１８

皇 』

〆一- 一、

企画展I~歴史学者山本博文先生の仕事』を開催しました。企画展I~歴史学者山本博文先生の仕事』を開催しました。
』Ｌ

○日B寺：令和5年９月23日(土)～１０月29日（日）

津山市出身で、東京大学大学院教授・同大学

史料編墓所教授であった山本博文先生が、令和２

年３月に63歳で急逝されました。先生は、日本近

世史を専門として、その著作は優に100冊を超え、

テレビの歴史番組などを通して、歴史学の普及は

もちろん、歴史の面白さをわかりやすく語りかけて

来ました。そのお人柄を偲び、先生の業績につい

てご紹介する企画展を開催しました。

【展示品】愛用カメラ、著書、雑誌、原稿など50点

【第Ⅱ部】シンポジウム

《司会》

岩下哲典先生(東洋大学文学部教授）

《シンボジスト》

堀新先生

松尾晋一先生

松津克行先生

福留真紀先生

ｌ
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油怖fMlぷり§んだ､１ＭＫの腰史学汁111本IWI文先'1ミ

Ｂ本の歴史学者Ｂ本の歴史学者津I｣_lが生んだ、津I｣_lが生んだ、「追I悼

山本博文先

「追I悼

山本博文先 講演とシンポジウム｣を開催しました。講演とシンポジウム｣を開催しました。生生

２

し

Ｂ本の歴史学者

山本博文先生と親交のあった5名の先生方にお集まりいただき、先生との思い出などについて

語り合い、あらためて先生の遺業を偲びました。短い時間でしたが、当日は150名の聴講者が、

我々の知らない"歴史学者山本博文先生”の一面について耳を傾けていました。

○日時：令和5年１０月21日(土）○会場：津山鶴山ホテル

【第１部】講演

「山本博文先生と織豊期研究｣堀新先生(共立女子大学文芸学部教授）

「『鎖国と海禁の時代』からの学び｣松尾晋一先生(長崎県立大学地域創造学部教授）

「史料編纂所員としての山本博文さん｣松津克行先生(東京大学史料編纂所教授）

「山本博文先生一研究者、そして教育者として一｣福留真紀先生(清泉女子大学文学部准教授）
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(Hさん）

トピックス 津博２０２３．－１－１Ｎｏ．･1．１８

まが玉のくぼみをみがくのがとてもむずかし

弓

r一
式

学芸員実習のようす

Iトンボ玉】

プログラムを開プログラムを開令和５年度夏の学習令和５年度夏の学習度 催しました。しました。
昼 型

８月、小学生を対象とした勾玉づくりとトンボ玉づくりの学習プログラムを開催し、計29名の皆

さんが参加されました。参加者の皆さんは、熱心に取り組まれ、それぞれに工夫を凝らした勾玉

や素敵なトンボ玉を作り上げました。できあがった作品は、夏休みの宿題やキーホルダーにする

そうです。感想文の一部を紹介します。

時代の人たちは、大きなトンボ玉をつくったり

ﾛ勾玉9

‐ノ

思うようにけずれなかったけど、だんだんなれて

きて、かわいいハートができました。（Ａさん）

Ｌ

昔、勾玉をつくる人は、とても大変だったんだ

Ｌ

と分かった。勾玉を大切にしたいです。（'さん）

‐ノ

、
一

令和5年７月27日、２８日、８月１日、１２日、１３日、１６日

こ博物館実習を行いました。写真撮影や、資料の整理、

ﾖ録の入力などを行ってもらい、学芸員の仕事の一端を

かつた。ていねいにみがいたので、

手がいたくなってしまった。

r－

令和5年７月27日、２８日、８月１日、１２日、１３日、１６日

に博物館実習を行いました。写真撮影や、資料の整理、

目録の入力などを行ってもらい、学芸員の仕事の一端を

経験してもらいました。

、
一

むずかしかった。特に、ガラスを上にしてまきつ

けるところがむずかしかった。いつ、まけばいい

かというタイミングを合わせることもむずかしかった。

でも、できたときは、うれしかった。（Nさん）

トンボ玉をつくるのが難しかったです。でも弥生

匙

してすごいと思いました。 (Ａさん）

博物館実習を行いました。

令和５年度の度令和５年度の

博物館実習を行いました。

年
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Ｚ

な
が
う
ね
や
ま

か
じ
ぐ

考
古
資
料
こ
の
一
点
⑧
ｌ
長
畝
山
ｏ
全
号
墳
・
西
吉
田
北
１
号
墳
出
土
の
鍛
冶
具
Ｉ

は
じ
め
に

津
山
郷
土
博
物
館
２
階
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
、

鉄
紺
（
か
な
は
し
）
や
鉄
鎚
（
か
な
づ
ち
）
な
ど
の

鍛
冶
具
（
写
真
１
）
や
刀
子
な
ど
の
鉄
製
品
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
古
墳
か
ら
の
出
土
品

な
ど
で
、
特
に
鍛
冶
具
は
出
土
例
も
少
な
い
の
で
、

岡
山
県
内
の
類
例
を
含
め
紹
介
し
た
い
。

資
料
紹
介
（
写
真
１
、
図
１
１
１
～
５
）

展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
長
畝
山
２
号
墳
（
註

１
）
出
土
の
鉄
紺
、
鉄
鎚
、
刀
子
（
と
う
す
）
と
西

吉
田
北
１
号
墳
（
註
２
）
出
土
の
鉄
紺
、
鉄
鐸
（
て
っ

た
く
）
な
ど
で
あ
る
。

長
畝
山
２
号
鱈
兵
写
真
１
１
１
．
２
、
図
１
１
１
．

２
）
長
畝
山
２
号
墳
は
、
津
山
市
国
分
寺
地
内
に
あ

る
、
直
径
Ⅳ
ｍ
程
の
円
墳
で
、
喋
床
を
も
つ
木
棺

１
基
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
こ
れ
ら
鍛
冶
具

（
図
１
１
１
．
２
）
が
出
土
し
、
古
墳
の
周
溝
内
か
ら
、

須
恵
器
や
埴
輪
も
出
土
し
た
。

１
は
鉄
紺
で
一
部
欠
損
し
、
残
存
長
茄
叫
２

本
の
鉄
棒
の
先
端
部
を
曲
げ
て
交
差
さ
せ
鋲
で
留

め
て
連
結
さ
せ
て
い
る
。

２
は
鉄
鎚
で
長
さ
Ｂ
・
５
ｍ
、
中
央
付
近
に
柄

を
差
し
込
む
際
の
穴
が
あ
り
、
そ
こ
に
柄
の
木
質

が
一
部
残
り
、
上
か
ら
模
を
打
ち
込
ん
で
い
る
。

本
墳
は
出
土
し
た
須
恵
器
か
ら
、
５
世
紀
末
か

ら
６
世
紀
初
頭
頃
の
古
墳
で
あ
る
。

西
吉
田
北
１
号
墳
（
写
真
１
１
３
．
４
、
図
１
１

３
～
５
）

西
吉
田
北
１
号
墳
は
、
西
吉
田
地
内
に
あ
る
方

墳
で
、
住
宅
団
地
造
成
に
伴
い
調
査
さ
れ
た
。
な

お
、
長
畝
山
２
号
墳
と
は
、
直
線
距
離
９
０
０
ｍ

ほ
ど
の
近
い
立
地
で
あ
る
。
１
号
墳
は
、
一
辺
皿

、
程
の
方
墳
で
、
埋
葬
施
設
は
箱
式
石
棺
で
、
損

増

４

利
幸

写真１鍛冶具１．２長畝山2号塩、３．４西吉田北1号境

岡
山
県
内
の
類
例
に
つ
い
て
（
図
１
１
６
～
聖

岡
山
県
内
の
鍛
冶
具
の
類
例
は
、
本
２
遺
跡
も

含
め
８
遺
跡
あ
る
。
そ
の
内
の
５
遺
跡
が
美
作
地

方
で
あ
る
。

ま
ず
美
作
地
方
で
は
、
鏡
野
町
の
ツ
ル
ギ
古
墳

（
註
３
）
と
真
庭
市
の
四
つ
塚
１
号
墳
（
註
４
）
、

（
伝
）
勝
央
町
内
古
墳
（
註
６
）
が
あ
る
。

乱
の
た
め
内
部
か
ら
の
出
土
品
は
無
か
っ
た
が
、

そ
の
周
囲
か
ら
鉄
紺
（
図
１
１
３
）
、
鉄
鐸
、
周
溝

か
ら
須
恵
器
や
土
師
器
、
聖
（
た
が
ね
、
同
１
４
）
、

刀
子
が
出
土
し
た
。

３
は
鉄
紺
で
全
長
兇
・
５
ｍ
を
測
る
完
形
品
で

あ
る
。
形
態
は
、
長
畝
山
２
号
墳
の
も
の
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。

４
は
蕊
（
た
が
ね
）
で
全
長
６
．
３
ｍ
、
断
面

は
長
方
形
で
、
先
端
は
両
方
か
ら
刃
が
つ
け
ら
れ
、

上
端
部
は
使
用
に
よ
り
潰
れ
て
い
る
。

な
お
、
鉄
鐸
（
同
１
５
）
が
本
墳
か
ら
２
点
出
土

し
て
い
る
。
厚
さ
１
ｍ
ほ
ど
の
鉄
板
を
円
錐
状
に

丸
め
た
も
の
で
、
舌
が
あ
り
つ
り
下
げ
て
鳴
ら
す

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
報
告
書
で
は
日
本
で
の
出

土
例
や
韓
国
で
の
出
土
例
を
紹
介
し
て
い
る
（
註

５
）
・本
墳
は
出
土
し
た
須
恵
器
か
ら
、
５
世
紀
後
半

で
も
中
頃
の
古
墳
で
、
長
畝
山
２
号
墳
よ
り
は
先

行
す
る
時
期
で
あ
る
。

小
郷
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図１岡山県内の鍛冶具など（Ｓ＝１：４）
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ツ
ル
ギ
古
墳
三
図
１
１
６
～
８
）

ツ
ル
ギ
古
墳
は
古
墳
の
規
模
な
ど
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
鍛
冶
具
と
須
恵
器
が
採
集
さ
れ
、
そ

の
須
恵
器
の
特
徴
か
ら
、
横
穴
式
石
室
墳
の
可
能

性
が
大
き
い
。

鍛
冶
具
は
６
が
鉄
紺
で
、
全
長
弱
皿
先
端
部

な
ど
が
一
部
欠
損
す
る
。

７
は
鉄
鎚
で
、
全
長
四
・
２
ｍ
、
幅
３
．
４
叫

厚
さ
３
．
３
ｍ
、
中
央
に
柄
を
差
し
込
む
穴
が
あ

る
。
８
は
聖
と
考
え
ら
れ
る
棒
状
の
鉄
製
品
で
、
両

端
を
欠
き
現
長
Ⅳ
・
３
ｍ
を
測
る
。

四
つ
塚
１
号
墳

四
つ
塚
１
号
墳
は
、
直
径
刀
ｍ
の
円
墳
で
、
横

穴
式
石
室
内
か
ら
、
須
恵
器
や
馬
具
な
ど
と
共
に

出
土
し
た
。
乱
掘
の
た
め
出
土
場
所
は
不
明
で
あ

る
。
な
お
、
鉄
紺
と
鉄
鎚
が
あ
る
が
、
図
示
さ
れ

て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
、
鋳
化
が
そ
う
と

う
進
ん
で
い
る
。
な
お
、
出
土
遺
物
の
多
く
は
東

京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
（
註
７
）
。
本
墳
は

埋
葬
施
設
や
出
土
遺
物
か
ら
６
世
紀
後
半
の
後
期

古
墳
で
あ
る

（
伝
）
勝
央
町
内
古
墳

（
伝
）
勝
央
町
内
古
墳
は
、
１
９
７
０
年
工
事
中

に
鉄
紺
が
発
見
さ
れ
、
発
見
者
に
よ
る
と
、
西
吉

田
北
１
号
墳
の
も
の
よ
り
は
小
ぶ
り
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
岡
山
市
の
一
本
松
古
墳
（
註
８
）
、
総

社
市
の
階
庵
古
墳
（
註
９
）
、
笠
岡
市
の
（
伝
）
竹

之
内
古
墳
（
註
皿
）
が
あ
る
。

資料紹介津博2023.11Ｎｏ．１１８

お
わ
り
に

長
畝
山
２
号
墳
と
西
吉
田
北
１
号
墳
の
鍛
冶
具

の
紹
介
に
合
わ
せ
て
岡
山
県
内
の
類
例
に
触
れ
て

み
た
。
資
料
的
に
少
な
い
が
、
そ
の
中
で
一
番
時

期
が
古
い
の
は
西
吉
田
北
１
号
墳
や
晴
庵
古
墳
の

５
世
紀
中
頃
の
も
の
で
、
そ
の
後
長
畝
山
２
号
墳

の
５
世
紀
末
か
ら
６
世
紀
初
、
ツ
ル
ギ
古
墳
な
ど

は
６
世
紀
後
半
以
降
と
な
る
。

つ
ま
り
５
世
紀
中
頃
以
降
、
鉄
素
材
そ
の
も
の

の
生
産
が
、
美
作
地
方
な
ど
で
は
ま
だ
お
こ
な
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
手
に
入
れ
た
鉄
素
材
を

使
用
し
て
、
鍛
冶
に
よ
る
鉄
器
生
産
が
始
ま
り
、

６
世
紀
の
後
半
か
ら
７
世
紀
前
半
頃
に
な
る
と
鉄

生
産
そ
の
も
の
が
本
地
域
で
も
始
ま
り
（
註
ｕ
）
、

そ
の
後
も
鍛
冶
生
産
が
広
く
普
及
す
る
様
子
が
読

み
取
れ
る
。

ま
た
、
西
吉
田
北
１
号
墳
と
長
畝
山
２
号
墳
の

鉄
紺
な
ど
鍛
冶
具
の
金
属
学
的
調
査
で
、
こ
れ
ら

鍛
冶
具
が
韓
国
な
ど
大
陸
か
ら
搬
入
さ
れ
た
と
想

定
さ
れ
て
い
る
（
註
旧
）
・
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、

西
吉
田
北
１
号
墳
の
被
葬
者
は
、
大
陸
か
ら
来
た

渡
来
系
鍛
冶
集
団
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
、
や
や
時
期
が
遅
れ
る
長
畝
山
２
号
墳

一
本
松
古
墳
兵
同
’
９
～
Ⅲ
）

一
本
松
古
墳
は
、
全
長
缶
ｍ
の
前
方
後
円
墳
（
帆

立
貝
形
）
で
、
後
円
部
は
大
き
く
破
壊
さ
れ
て
い

た
が
竪
穴
式
石
榔
の
一
部
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の

内
部
か
ら
甲
青
や
槍
な
ど
と
と
も
に
鉄
紺
（
９
）
、

鉄
鎚
（
皿
）
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
出
土
遺
物
は

東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
（
註
Ⅱ
）
。

９
は
鉄
紺
で
全
長
剖
・
７
叩
を
測
る
。

皿
は
鉄
鎚
で
全
長
叫
・
８
叩
を
測
り
、
両
端
と

も
方
形
で
あ
る
。

階
庵
古
墳
兵
同
ｌ
皿
～
旧
）

晴
庵
古
墳
は
、
全
長
判
ｍ
の
帆
立
貝
形
の
古
墳

で
、
埋
葬
施
設
は
竪
穴
式
石
榔
と
粘
土
床
が
あ
り
、

そ
の
内
前
者
か
ら
鏡
や
甲
青
、
刀
、
剣
な
ど
の
鉄

製
品
、
勾
玉
な
ど
の
玉
製
品
な
ど
と
と
も
に
鉄
紺

（
皿
）
、
鉄
鎚
（
ｕ
）
、
鉄
床
（
旧
）
、
砥
石
（
Ｍ
）
、
不

明
鉄
器
（
旧
）
が
出
土
し
た
。

ｕ
は
鉄
紺
で
全
長
別
、
を
測
る
。

ｕ
は
鉄
鎚
で
全
長
賜
叫
一
端
は
塞
状
、
他
は

山
形
に
な
る
。

Ｂ
は
鉄
床
と
思
わ
れ
、
全
長
叫
・
５
ｍ
、
模
形

品
で
上
部
に
柄
状
の
突
出
が
あ
り
、
上
面
に
は
使

用
痕
が
あ
る
。

卿
は
砥
石
で
全
長
弱
叩
の
断
面
は
長
方
形
で
二

面
に
使
用
痕
が
あ
る
。

脂
は
不
明
鉄
器
の
完
形
品
で
あ
る
。
全
長
弧
．

５
叫
長
さ
６
叩
程
の
柄
が
あ
り
、
身
部
は
幅
３

叫
厚
さ
５
ｍ
、
断
面
は
長
方
形
で
刃
は
無
い
。

報
告
書
で
は
、
鋼
（
ヤ
ス
リ
）
で
な
い
か
と
し
て

い
る
が
、
錆
化
が
著
し
く
明
瞭
で
は
無
い
。

こ
れ
ら
出
土
遺
物
か
ら
本
墳
は
５
世
紀
中
頃
以

降
の
古
墳
で
あ
る
。

竹
之
内
古
墳

竹
之
内
古
墳
は
、
直
径
ｎ
ｍ
程
の
円
墳
で
、
全

長
５
．
７
ｍ
の
横
穴
式
石
室
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
須
恵
器
な
ど
と
共
に
鉄
紺
の
出
土
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
石
室
の
構
造
か
ら
６
世
紀
の
中
頃
の
古

墳
で
あ
る
。

６



は
、
次
の
世
代
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
、
こ
の

間
に
墳
形
が
方
墳
か
ら
円
墳
に
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
、
古
墳
の
副
葬
品
を
見
る
と
円
墳
の
方
が
種
類

や
量
が
豊
富
に
な
る
こ
と
な
ど
、
当
時
の
社
会
情

勢
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
事
象
で
あ
る
。

な
お
、
随
庵
古
墳
の
被
葬
者
は
、
墳
形
が
帆
立

貝
形
で
あ
り
、
埋
葬
施
設
が
竪
穴
式
石
榔
で
副
葬

品
に
甲
青
な
ど
が
含
ま
れ
る
た
め
、
備
中
南
部
の

鍛
冶
集
団
な
ど
を
統
括
し
て
い
た
人
物
と
考
え
ら

れ
る
。ち
な
み
に
本
地
域
で
は
、
周
辺
に
井
口
車
塚
古

墳
（
帆
立
貝
形
、
全
長
弱
、
、
註
叫
）
が
あ
る
。

盗
掘
の
た
め
副
葬
品
の
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
現

状
で
は
鍛
冶
具
そ
の
も
の
の
出
土
は
な
い
が
、
望

状
の
鉄
器
の
出
土
が
あ
る
。
ま
た
、
埴
輪
な
ど
の

出
土
遺
物
か
ら
、
時
期
は
５
世
紀
後
半
頃
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
井
口
車
塚
古
墳
は
、
墳
形
な
ど
か
ら

晴
庵
古
墳
同
様
、
こ
の
あ
た
り
の
鍛
冶
関
連
集
団

な
ど
の
統
括
者
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

最
後
に
参
考
ま
で
に
津
山
市
城
東
地
区
で
操
業

し
て
い
た
作
州
鎌
（
写
真
２
上
）
の
鉄
紺
の
写
真

（
同
下
）
を
載
せ
て
い
る
（
註
旧
）
。
色
々
な
大
き

さ
の
も
の
が
あ
る
が
、
古
墳
時
代
の
も
の
と
う
り

二
つ
の
形
状
で
、
少
な
く
と
も
鉄
紺
は
古
墳
時
代

か
ら
現
在
ま
で
形
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。

資料紹介 津博2023..11Ｎｏ．1.18

註（
１
）
ａ
今
井
尭
１
９
７
２
原
始
社
会
か
ら
古
代
国

家
の
成
立
へ
「
津
山
市
史
第
一
巻
原
始
・
古
代
』

ｂ
坂
本
心
平
１
９
９
６
「
長
畝
山
２
号
墳
出
士
の

写真２作州鎌と鉄錨（写真提供：津山弥生の里文化財センター）

資
料
に
つ
い
て
」
『
年
報
津
山
弥
生
の
里
第
３
号
』

（
２
）
津
山
市
教
育
委
員
会
１
９
９
７
「
西
吉
田
北

遺
跡
」
「
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
兇

集
」
（
３
）
安
川
豊
史
２
０
０
０
「
ツ
ル
ギ
古
墳
」
『
鏡
野

町
史
考
古
資
料
編
』

（
４
）
近
藤
義
郎
１
９
９
２
『
蒜
山
原
四
つ
塚
古
墳

群
（
改
訂
版
亘
八
束
村

（
５
）
行
田
裕
美
１
９
９
７
「
鉄
鐸
に
つ
い
て
喜
西

吉
田
北
遺
跡
貴
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報

告
第
兇
集
）

（
６
）
註
１
ｂ

（
７
）
本
村
豪
章
１
９
８
０
「
古
墳
時
代
の
基
礎
研

究
稿
ｌ
資
料
編
（
１
）
ｌ
「
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
第

肥
号
』

（
８
）
近
藤
義
郎
１
９
８
６
コ
本
松
古
墳
」
『
岡
山

県
史
考
古
資
料
』

（
９
）
鎌
木
義
昌
・
間
壁
忠
彦
・
間
壁
蔑
子
１
９
６

５
『
晴
庵
古
墳
』
総
社
市
教
育
委
員
会

鎌
木
義
昌
１
９
８
７
「
晴
庵
古
墳
三
総
社
市
史
考

古
資
料
編
』

（
皿
）
西
川
宏
１
９
９
１
「
小
形
古
墳
と
横
穴
式
石

室
の
普
及
富
岡
山
県
史
原
始
・
古
代
Ｉ
』

（
皿
）
註
７

（
ｕ
）
津
山
市
大
蔵
池
南
製
鉄
遺
跡
や
緑
山
遺
跡
が

あ
る
。

久
米
開
発
事
業
に
伴
う
文
化
財
調
査
委
員
会
１
９

８
２
「
稼
山
遺
跡
群
Ⅳ
』

津
山
市
教
育
委
員
会
１
９
８
６
「
緑
山
遣
跡
」
『
津

山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
四
集
』

（
Ｂ
）
大
津
正
己
１
９
９
７
「
西
吉
田
北
１
号
墳
と

そ
の
周
辺
遺
跡
出
土
鉄
製
品
の
金
属
学
的
調
査
」

「
西
吉
田
北
遺
跡
美
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
報
告
第
兇
集
）

（
Ｍ
）
津
山
市
教
育
委
員
会
１
９
９
４
「
井
口
車
塚

古
墳
室
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
印

集
』（
旧
）
こ
れ
ら
は
作
州
鎌
関
連
の
資
料
で
、
平
成
８

年
度
に
津
山
弥
生
の
里
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈

を
受
け
た
も
の
で
、
現
在
同
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ

れ
て
い
る
。

７



津博２０２３．１１Ｎｏ罰１１８ お知らせ

〆 、

津山市街はいにしえの世から美作の中心として栄え、その時々によって風景は変化してきまし

た。本展覧会では、概ね大正時代から昭和40年代頃の写真を展示して、移り変わり行く津山の

姿をご紹介しています。

Ｌ

【会期】令和5年１１月４日出

～１２月１７日（日）

【休館日】１２月４日(月)・１１日（月）

【入館料】一般300円

高校。大学生。６５歳以上200円

中学生以下無料

本展覧会の図録

『ノスタルジアー少1-ﾉ昔の津ｕｊ－ｊ

を頒布中です。

【頒布価格】1,000円

展覧会で展示している写真約７０点について解

説をつけた図録です。少し昔の津山を知る一助

にしていただければ幸いです。

この機にぜひご一読ください。
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[編集･発行］津山郷土博物館

〒708-0022岡山県津山市山下９２

ＴｅI（0868)22-4567Ｆａｘ（0868)23-9874

E-mailtsu-haku＠tvt,nejp

[印刷］有限会社弘文社

｡bは、津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっています。

ｇ

展示のようす

こ』弓尽豆亜Ⅶ配瓦

図麗＃

－ノ

入館のご案内
[開館時間］午前９:００～午後５:００

[休館日］毎週月曜日･祝日の翌日

年末年始(１２月２９日～１月３日)･その他

[入館料］一般…300円(30人以上の団体の場合240円）

高校･大学生…200円(30人以上の団体の場合160円）

６５歳以上…２００円(30人以上の団体の場合160円）

’中学生以下・障害者手帳を提示された方は入館料が無料です


